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市 の 人 口
人 口 115,532人 (+ 　95人)
男 56,308人(+ 　26人)
女 59,224人(+ 　69人)

世帯数 51,061世帯(+ 　　53)
※（　）内は前月比較
令和2年2月末現在

市のホームページはこちら▶
http://www.city.urasoe.lg.jp

浦添市公式アプリは
こちら▶

笑いあえる、助けあえる、地域の仲間笑いあえる、助けあえる、地域の仲間

自治会
知ってるカイ？
令和２年度 施政方針

特　集



希望と活力にあふれた
生活創造都市 

●モノレール駅周辺整備
【経塚駅】
　公民連携の手法による公園の整備
【浦添前田駅】
公民連携の手法による観光交流 

　　 拠点施設の整備
【てだこ浦西駅】
　総合交通結節点機能をいかし、魅
力ある市街地整備を推進

●観光振興の推進
　  古琉球関連施設周遊ルートを策定
し、広域的な誘客活動を展開
（首里城応援プロジェクト）

●基地返還後を見据えた取り組み
牧港補給地区の土地の先行取得事業

●那覇港港湾整備
世界水準の観光リゾート地の形成に向けた取り組み

●所得制限付きで給食費
　の全額補助
●幼稚園における
　特別支援学級の充実
３歳児・４歳児・５歳児を対象として
実施

●学校施設の整備
　・仲西中学校校舎の一部改築工事
　・浦城小学校の空調設備改修

●県内最大の美術・工芸
　公募展「沖展」の開催協力

1 ともに支え合う
健康福祉都市 

●福祉のまちづくり条例の制定に向けた
取り組み
自助・互助・共助・公助で取り組む地域福祉の実現を
目指す。

●放課後児童クラブ（学童クラブ）の
　供用開始
前田小学校・牧港小学校敷地内の学童クラブが新たに
供用開始。

●身障者用駐車スペースの適正利用促進
利用認定証を対象者に配布する「パーキングパーミッ
ト制度」を市内公共施設の一部で導入。

●特定健診受診率向上に向けた取り組み
ICT（ショート・メッセージ・サービス）を活用した取り
組みを実施。

3

ひと・まち・未来が輝く
市民協働都市 

●行政サービスの電子化
デジタルガバメント化を推進。市民の利便性向上に努める。

●市民協働体制の構築・推進
情報一元化・ワンストップ窓口機能の充実。

5

世界へ翼を広げる
交流文化都市

2

安全安心でやすらぎに
みちた快適環境都市 

●次期クリーンセンターの整備
中城村・北中城村と共同で整備。施設建設に向けて発
注作業に着手するとともに、引き続き、環境アセスメン
トを実施。

●消防体制の充実
・消防資機材の更新
・災害時における広域的な連携体制の構築

4

今年度取り組む主な施策

新年度予算案

福祉、教育、公共施設の整備、環境保全など市町村の基本
的な施策を行うための会計です。

●会計の区分について
一般会計

事業目的を限定し、特定の歳入を特定の支出に充てて経
理する会計で、国民健康保険、介護保険などがあります。特別会計

独立採算による特定の事業を経理する会計で水道事業会
計と下水道事業会計があります。企業会計

▲てだこ浦西駅周辺

一般会計
486億
2,000万円

企業会計
 73億3,322万円

9千円
特別会計

244億890万
4千円

　
ᆑ
年
、
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
令
和
の

時
代
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
時
代
の
変
化
に

あ
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
浦
添
の
ま
ち
に
も

モ
ɖ
レ
ー
ル
延
長
開
業
と
い
う
大
き
な
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
19
年
８
月
に
浦
添
市

民
総
決
❙
大
会
が
行
わ
れ
て
以
来
、
多
く
の

市
民
が
こ
の
日
を
待
ち
ሿ
み
、
そ
の
็
い
が

つ
い
に
実
現
し
た
こ
と
は
、
◯
に
感
ວ
深
い

出
来
事
で
し
た
。

モ
ノ
レ
ー
ル
駅
周
辺
開
発

モ
ɖ
レ
ー
ル
の
延
長
開
業
は
、
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
が
、
私
は
モ
ɖ
レ
ー
ル
が
単

に
Ს
動
の
手
ᔲ
だ
と
は
‬
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
ち
に
新
た
な
ⷴ
力
を
ׅ
出
さ
せ
る
❙

ᢈ
ָ
だ
と
‬
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
モ
ɖ
レ
ー
ル
が
運
行
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
ま

さ
に
、
浦
添
新
時
代
の
第
一
ᔀ
を
力
強
く
➕

み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
関
連
複
合
施
設

い
よ
い
よ
完
成

　
福
祉
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
か
ね
て
か

ら
ᄏ
ѿ
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
障
が
い
福
祉

関
連
⓹
合
施
設
が
、
い
よ
い
よ
完
成
の
時
を

迎
え
ま
す
。
当
施
設
は
障
が
い
者
・
障
が
い

児
の
౳
少
期
か
ら
成
人
期
ま
で
一
⛫
性
の
あ

る
ử
続
支
援
を
可
能
に
す
る
施
設
で
あ
り
、

県
内
初
の
一
体
型
⓹
合
施
設
で
す
。
令
和
３

年
４
月
の
供
用
開
始
に
向
け
、
関
係
機
関
と

連
ၩ
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と
準
ѿ
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
後
ۡ
ₔ
上
が
り
で
上
ᅶ
し
、
現
在
は
約

11
万
５
千
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
浦
添
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
ୈ
力
さ

れ
た
先
人
達
の
׭
力
の
✖
で
あ
り
、
ᶹ
目
の

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
感
♢
と
ᄇ

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　
今
後
は
、
50
年
の
歴
史
を
➕
ま
え
、
先
人

達
が
᷂
い
て
き
た
Ό
Ớ
・
文
化
な
ど
を
し
っ

か
り
と
受
け
ử
ぎ
、
未
来
に
ᔞ
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
‬
え
て
い
ま
す
。
ま
た

一
方
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
、
社
会
の
変
化
を
分

ኝ
し
、
時
代
に
ᗅ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
も
重
要
だ
と
‬
え
て
お
り
ま
す
。

　
過
去
に
学
び
、
現
在
を
見
つ
め
、
未
来
へ

向
か
い
そ
の
一
ᔀ
を
➕
み
出
す
、
そ
う
い
っ

た
年
に
し
て
い
き
た
い
と
‬
え
て
お
り
ま
す
。

　
ᐯ
々
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
際
に
ඁ
れ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、「
基
本
を
大
切
に

す
る
」
と
い
う
意
識
を
常
に
持
つ
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
災
害
や
感
染
症
な
ど
、
不
ᚬ
の

事
態
か
ら
生
じ
る
ᚆ
̇
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
基
本
的
な
ѿ
え
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
50
年
目
の
ᶹ
目
に
あ
た

り
、
未
来
を
見
つ
め
る
と
と
も
に
、
改
め
て

❣
元
を
見
つ
め
、
基
本
を
ԙ
確
認
し
、
一
ᔀ

一
ᔀ
᭭
実
に
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
市
制
施
行
50
周
年
の
ȵ

ゝ
ッ
ɉ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
り
ま
す
「
50
年
の
時

を
越
え
、
一
ᔀ
ま
た
未
来
へ
、
浦
添
市
」
を

ȵ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
ᐯ
々
な
「
一
ᔀ
」
を
➕

み
出
し
て
い
き
た
い
と
‬
え
て
お
り
ま
す
。

　「
চ
⭫
と
み
ど
り
に
あ
Ȅ
れ
た
国
際
性
ゆ

た
か
な
文
化
都
市
」
を
目
指
し
、
各
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
ᐯ

の
ご
理
解
ご
協
力
を
✖
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ᆑ
年
、
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
令
和
の

時
代
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
時
代
の
変
化
に

あ
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
浦
添
の
ま
ち
に
も

モ
ɖ
レ
ー
ル
延
長
開
業
と
い
う
大
き
な
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。
平
成

民
総
決
❙
大
会
が
行
わ
れ
て
以
来
、
多
く
の

市
民
が
こ
の
日
を
待
ち
ሿ
み
、
そ
の
็
い
が

つ
い
に
実
現
し
た
こ
と
は
、
◯
に
感
ວ
深
い

出
来
事
で
し
た
。

モ
ノ
レ
ー
ル
駅
周
辺
開
発

モ
ɖ
レ
ー
ル
の
延
長
開
業
は
、
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
が
、
私
は
モ
ɖ
レ
ー
ル
が
単

に
Ს
動
の
手
ᔲ
だ
と
は
‬
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
ち
に
新
た
な
ⷴ
力
を
ׅ
出
さ
せ
る
❙

ᢈ
ָ
だ
と
‬
え
て
お
り
ま
す
。

施 政 方 針施施令和2年度  

▲施政方針の全文
は市ホームページ
をご覧ください。

沖
縄
一
優
し
い
福
祉
の
ま
ち

　
平
成
30
年
度
ڽ
び
平
成
31
年
度
の
施
政
方

⦠
に
お
き
ま
し
て
、
沖
縄
一
優
し
い
福
祉
の

ま
ち
を
目
指
す
と
ૄ
言
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
็
い
は
現
在
も
変
わ
ら
ず
、
令
和
２
年
度

に
お
き
ま
し
て
も
、
沖
縄
一
優
し
い
福
祉
の

ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
福
祉
」
と
は
、
給
付

や
手
当
な
ど
福
祉
分
野
の
こ
と
の
み
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の
個
性
を
ଟ
重
し
、
多
ᐯ

性
を
認
め
合
い
、
協
力
し
合
い
、
૰
容
・
共
生

の
精
神
で
み
ん
な
が
つ
な
が
り
、
み
ん
な
が
輝

き
、
み
ん
な
が
౯
せ
を
感
じ
る
ま
ち
、
そ
う
い

っ
た
「
沖
縄
一
優
し
い
福
祉
の
ま
ち
」
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
と
‬
え
て
お
り
ま
す
。

首
里
城
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ᆑ
年
10
月
、
⴨
⦓
城
の
火
災
が
あ
り
ま
し

た
。
多
く
の
県
民
が
大
き
な
⒒
撃
を
受
け
、

心
を
᪂
め
た
出
来
事
で
し
た
。
し
か
し
、
悲

し
ん
で
ば
か
り
で
は
先
に
進
み
ま
せ
ん
。
沖

縄
県
民
の
誇
り
で
あ
り
、
浦
添
市
と
深
い
Ἴ

の
あ
る
⴨
⦓
城
の
復
興
を
心
か
ら
願
い
、
11

月
に
「
て
だ
こ
の
ま
ち
⴨
⦓
城
応
援
プ
ロ
ジ

゚
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
、
引
き
続
き
۴
プ
ロ
ジ
゚
ク
ト
を
中
心

に
⴨
⦓
城
の
復
興
を
力
強
く
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
制
施
行

周
年

ご
承
知
の
と
お
り
、
令
和
２
年
度
は
市
制

施
行
50
周
年
の
年
で
す
。
市
に
ᅶ
格
し
た
ᆒ

和
45
年
当
時
、人
口
は
約
４
万
２
千
人
で
し
た
。

50

ゆ
か
り

▲「桑の日」の給食時間

※

施
政
方
針
の
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

浦
添
市
長

松
本
哲
治
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自治会長！

自治会の加入は強制ではありませ
ん。もちろん、自治会員ではない人
でも災害時には支援を受けられる
し、地域のイベントにも参加する
ことはできます。とはいえ、隣近所
になったのも何かの縁、一緒に地
域を盛り上げていきたいですね。

●防犯灯の設置や電気代・維持費
●祭りなどのイベント開催費
●清掃作業などの環境美化費
●子どもや高齢者の見守り活動費
など、地域の人たちが気持ちよく
過ごせるように使われています。

自治会での交流を通じて、顔の見え
る関係ができることです。被災した
場合など、日頃から交流があると連
携しやすいし、将来子どもができた
時に学校や地域での見守りなどで自
治会は頼れる存在になるでしょう。

子育て世代のお父さんやお母さんに
役割を与えて負担になっては自治会
としてもマイナスです。まずは、時間
がある時に地域のイベントに参加し
てもらえるだけでも嬉しいですね。

自治会に入るのは義務なのカイ？

自治会費は何に使われているのカイ？

自治会に入るメリットって何ですカイ？

役員や大変な仕事を任せられるのカイ？

教えて～　

当山自治会
神山 高成 会長

自治会長
神山 高成

なんでも答えます！

自治会知ってるカイ？
笑いあえる

、助けあえる、地域の仲間

浦添市の海カーミージーからやっ
てきた、自然を愛する子どもの貝。
好奇心旺盛でちょっぴりおせっか
い。最近子ども会に入って自治会
の事を知りたがっているよ。

キャラクタ
ー紹介

　浦
添
市
に
は
41
の
自
治
会
が
あ
り
、
夏
祭

り
、餅
つ
き
大
会
、ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
多
く

の
交
流
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。小
さ
な
子

ど
も
の
笑
顔
に
高
齢
者
は
喜
び
を
感
じ
、子
ど

も
た
ち
も
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い
地
元
愛
を

育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、
大
人
に
と
っ

て
も
自
治
会
を
通
し
て
顔
見
知
り
に
な
っ
た

人
た
ち
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
こ
と

で
よ
り
一
層
絆
が
深
ま
り
ま
す
。

　昔
か
ら
「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」

と
言
わ
れ
て
る
よ
う
に
、い
ざ
と
い
う
時
は
近

所
や
自
治
会
の
人
た
ち
が
頼
り
に
な
る
も
の

で
す
。

　「共
働
き
で
活
動
す
る
時
間
が
な
い
」「
役
員

に
さ
せ
ら
れ
そ
う
」な
ど
、
自
治
会
の
加
入
を

躊
躇
し
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
無
理
せ
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
は
じ
め
、

ご
近
所
付
き
合
い
し
な
が
ら
地
域
の
活
動
に

参
加
し
て
、つ
な
が
り
を
作
る
の
が
自
治
会
活

動
で
す
。ま
ず
は
、
気
に
な
る
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

地域交流1
活動

楽しい思い出作ります　　
　地域の夏祭りや餅つき、
スポーツ大会など、地域の
人たちとの親睦を深めると
ともに、地域への愛着や関
心を持つきっかけを作りま
す。

子育て支援2
活動

子どもの成長見守ります
　保護者のための子育て支
援、子ども達の学習やたく
さんのイベントを通して、子
ども達の思い出とふるさと
を作ります。

防災・防犯活動3
活動

安心・安全守ります
　防犯灯の設置や防犯パト
ロール、防災訓練など、地
域の人たちを犯罪や災害、
交通事故などから守り、安
心して暮らせるような活動
をしています。

環境・美化活動4
活動

まちの美しいを育てます
　草取りや花植え、清掃活
動など、地域の個性を生か
した美しい環境づくりを
行っています。道路沿いに
咲く美しい花を見られる日
常を目指します。

伝統芸能活動5
活動

地域の誇り受け継ぎます
　綱引き、エイサー、獅子
舞など、地域の伝統行事を
市や各関係団体と協力しあ
いながら保持し継承する役
割を担います。

自
治
会
っ
て
楽
し
い
の
カ
イ
！？

主な活動

安
全
に

登
校
出
来
て

う
れ
し
い
！

サ
ー
サ
ー

ひ
や
さ
ー
さ
っ
！

知ってる貝くん
カイ

　自治会と聞くと「めんどうなもの」「忙しいもの」というイメージを持つ人が多
いかもしれません。しかし、自治会という存在は知っていても、実際にどんな活動
をしているのかよくわかっていないという人も多いのではないでしょうか？今回
は自治会員の皆さんに話を伺い、活動内容を紹介していきます。
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1

2 3
■1 一緒に宿題やりましょう■2 美しい音色が響きます■3 浦添市美術館
に漆を見にいったよ

　学校が終わったら、その帰りに宿
題をしに自治会事務所に寄っていま
す。勉強のほかにもバトミントンや縄
跳びなど、友達や下級生の子ども達
と一緒に遊ぶのも楽しいです。自治
会の遠足で浦添美術館で漆を見に
行ったり、美ら海水族館に行ったりし
たこともいい思い出です。

1

2 3
■1 子ども達と一緒にダンス！■2 移動販売助かります■3「皆と一緒に」
が元気の秘訣

1

2 3
■1 綱引きが数十年ぶりに復活■2 歩行者天国でにぎわう■3 屋富祖大
通りは若者が集う街に

残したい！
透明な海でアーサ採り

自然を次の世代に

通り会×自治会
みんなで一緒に

まちおこし

高齢者のクラブ活動
健康長寿で

ちゃーがんじゅー

みんなで育てる
地域みんなで

子育て応援団

　港川自治会では、カーミージーを未来の子どもた
ちにも親しくふれあえる海として守り伝えるための
活動を行っています。その一環として、小学校と連携
し、毎年カーミージー周辺の清掃やアーサ採り体験、
海の生き物観察会などの総合学習を行い、自然と触
れ合う機会を作っています。

1

3
■1 アーサってどれだろう？■2 アーサ汁いただきまーす■3 海の生き物
見つけたよ

　カーミージーでアーサ採り体験をし
たあと、自治会の人がおにぎりやアーサ
汁を振る舞ってくれるのですが、寒い中
で飲むアーサ汁が格別においしいで
す。家に帰ってからお母さんにお願いし
てアーサ汁を作ってもらい食べたとい
う子ども達もたくさんいます。毎年の
アーサ採り体験を楽しみにしています。

◀（左）宮里 楓さん、（右）座間味 紅里さん

　脳活サークルでは、方言で語りかけ
ながら同時にダンスで体を動かすな
ど、相対的に脳細胞、体、心を若返らせ
ることを心掛けています。この活動を
始めてから、高齢者の皆さんが地域の
行事に積極的に参加するようになり、
意欲がでてきたと感じています。

講師：具志 マリ江 先生▶◀港川小学校 宮城 孝子 先生

　通り会の
銘苅俊一会長と
▼婦人会の皆さん

毎日来ます！
たのしいよ♪

私たち教員も
楽しみです。

2

港川自治会

　屋富祖大通りには昔、映画館が５軒あったことを
ご存じですか？かつて国際通りと並ぶにぎわいをみ
せていた屋富祖。この屋富祖大通りを再び活性化し
ようと、通り会が中心になって自治会と連携しなが
らてだこまつり前夜祭やハロウィンパーティなど、さ
まざまな取り組みを行っています。

屋富祖自治会

　浦添ニュータウン自治会では、単身高齢者宅への
見守り訪問や、遠くまで買い物に行けない高齢者の
ために、定期的に野菜や魚などの移動販売を展開
しています。また、認知症予防のための脳活サーク
ルを開催するなど、高齢者が元気に暮らしていける
ための活動を行っています。

浦添ニュータウン自治会

　地域に子どもの居場所を作り、関わりや支援が必
要な親子に寄り添うことを目的に、老若男女さまざ
まな世代のみなさんが、放課後毎日の宿題や毎週
金曜日の箏教室など、協力しながら子どもたちの学
びを支援しています。

陽迎橋自治会

のぞいてみよう！ 自治会活動

▲1月餅つき（安波茶）▲3月防災訓練（宮城）▲5月こいのぼり掲揚式（内間）▲8月夏祭り（城間） ▲6月平和学習（伊祖）▲10月自治会対抗陸上大会 ▲7月当山の石畳道清掃(当山)▲12月イルミネーション(経塚)

人と人とのきずなづくり
楽しく暮らせるまちづくり

高齢者のクラブ活動

ちゃーがんじゅー
浦添ニュータウン自治会

高齢者のクラブ活動

ちゃーがんじゅー
浦添ニュータウン自治会

みんなで育てる

子育て応援団
陽迎橋自治会

のってるかー
い

運動しないかい？
頼り貝。

知ってた
か

い
？

　昔ながらの街並みの景観をいかしつ
つ、入ってみると新しい店が立ち並ぶ意外
で面白い街を作っていきたいです。
　屋富祖は店員もお客さんも気さくで

雰囲気が温かく、気軽におしゃべり
をしに行けるのが魅力。観光客
のみならず、市外の人やかつて
屋富祖に親しんできた人にも
来てもらいたいですね。
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自治会に加入してみました！自治会に加入してみました！

仲間2-35-2

安波茶2-7-1

伊祖3-35-6

牧港1-4-6

港川326

城間1-9-1

屋富祖3-1-1

宮城2-22-3

仲西1-3-11

宮城6-13-1

勢理客2-19-20

内間3-15-1

沢岻1-31-1

経塚1-17-1

前田1-28-7

西原4-11-8

西原4-11-8

当山2-37-6

大平1-15-5

西原3-8-2

仲間3-4-1

港川1-6-8

城間4-9-8

安波茶1-13-9

牧港3-17-13

前田862-219

伊祖1-25-2

前田1-55-19-104号

港川577-4

牧港5-19-2

牧港4-1-15

仲西3-11-1-１号棟

西原6-22-1

牧港3-30-8

当山2-19-15

仲間1-17-8

経塚560

牧港1-59-1

沢岻2-18-1

西原5-12-6-103

港川458-1

自治会名 住　　所 連絡先

☎（876）1649

☎（879）5692

☎（878）9624

☎（879）6373

☎（876）5855

☎（877）2072

☎（877）2981

☎（875）1254

☎（876）2083

☎（877）3681

☎（878）8538

☎（877）3251

☎（878）9692

☎（876）0104

☎（879）8216

☎（876）0484

☎（876）0484

☎（874）1708

☎ 090（9783）6150

☎（878）7897

☎（878）5245

☎（878）4272

☎（878）1696

☎（877）7636

☎（876）3261

☎（874）5977

☎（878）8378

☎（877）9271

☎（877）7457

☎（876）0344

☎（876）5623

☎（942）1333

☎（876）0767

☎（876）4138

☎（876）8131

☎（877）1633

☎（878）6111

☎（875）1996

☎（878）8699

☎（875）9011

☎（876）3274

●1 仲間

●2 安波茶

●3 伊祖

●4 牧港

●5 港川

●6 城間

●7 屋富祖

●8 宮城

●9 仲西

●10 小湾

●11勢理客

●12 内間

●13 沢岻

●14 経塚

●15 前田

●16 西原一区

●17 西原二区

●18 当山

●19 大平

●20 広栄

●21 茶山

●22 緑ヶ丘

●23 浦城

●24 浦添ニュータウン

●25 牧港ハイツ

●26 浦添グリーンハイツ

●27 浅野浦

●28 前田公務員宿舎

●29 港川崎原

●30 上野

●31 マチナトタウン

●32 神森

●33 浦西

●34 安川

●35 当山ハイツ

●36 浦添ハイツ

●37 県営経塚団地

●38 浦添市街地住宅

●39 県営沢岻高層住宅

●40 陽迎橋

●41 県営港川団地

QRコードを読み取
り、申し込み画面に
てご入力後、送信し
てください。

WEBで申し込み

自治会への　　　　 加入方法自治会への　　　　 加入方法

陽迎橋自治会 藤原 千鶴さん

これから自治会とどのように
関わっていきたいですか？

自治会に入った
きっかけは？

　まだまだ家族含めてお世話になってる立場
にはあるけれど、子育てが落ち着いたら自治
会の活動に積極的に参加していきたいです。
年を取ったら、集会やお稽古事などに参加す
るのも楽しみですね。

　広報誌に自治会だよりが
入っていて、子育て支援や防
犯灯の設置など、いろいろな
活動をしていることを知り、
私も自治会に協力したいと
思ったことがきっかけです。

自治会のイベントに
参加してますか？

　地域の清掃活動や年明けの餅つき
大会など、子ども達と楽しみながら自
治会のイベントに参加させてもらって
います。

自治会に入ってよかったなと
感じるのは、どんな時ですか？

　子どももまだ幼く仕事もあるので、自治会
の活動をあまり手伝うことができず申し訳な
いと思っているのですが、皆さんが落ち着い
た時に手伝ってくれていい、顔を出してくれる
だけで嬉しいと言ってくれます。とても温かい
気持ちになりますね。

■各自治会の連絡先

YOUは
なぜ自治会に？

予約申し込みをする1
　氏名や住所など、加入
の際に必要な情報を市役
所または自治会に連絡し
ましょう。電話やメール、
インターネットなど、いろ
いろなツールを使って申
し込みができます。

自治会から連絡が来る2
　住んでいる地域の自治
会の人から電話または自
宅訪問などで直接連絡が
入ります。会費や自治会
の活動など、気になること
があれば教えてもらいま
しょう。

入会受付をする。3
　自治会の人から説明を
聞いて入ってみてもよい
かな？と思ったら、自治会
に連絡し加入の意思があ
ることを伝えましょう。加
入手続きを行えば、晴れ
て自治会加入完了です。

ス
マ
ホ
で

簡
単
♪

も
し
も
し

ピッ
！

ピッ
！

知ってる貝くん

最
近
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
。
近
所
の
人

た
ち
と
仲
良
く
な
り

た
い
け
ど
…
。

浦添市民の

自治会長

棚原さん

ま
ず
は
自
治
会
に
加
入

し
て
、
地
域
の
い
ろ
い

ろ
な
活
動
に
参
加
し
て

　
み
る
と
い
い
よ
。

地域のイベントや活動に参加4
　自治会では地域のお祭りやラジオ体操などのイベントの
他に、防災訓練や清掃、登下校の見守りなど、地域の人が安
心して気持ちよく過ごせるような活動を行っています。
　顔見知りも増え、まちを知るいいきっかけになるのでは
ないでしょうか。

自治会の加入や活動への参加は簡単で
す。わからないことがあれば、市民生
活課までお気軽にご相談ください。

市民生活課 ☎（876）1248

さ
っ
そ
く

行
っ
て

き
ま
ー
す
！

♪

申し
込みします！

1
方法

浦添市役所 市民生活課
☎（876）1248
受付時間/午前8時30分～午後5時15
分（土日・祝日除く）

電話で申し込み
2
方法

下記のメールアドレスに、①氏名、
②電話番号、③住所を入力して送
信ください。
メールアドレス

seikatu@city.urasoe.lg.jp

メールで申し込み
3
方法

加入申込書が窓口にありますので
記入して提出してください。
【窓口】浦添市役所５階 市民生活課
受付時間：午前8時30分～午後5時15
分（土日・祝日除く）

窓口で申し込み
4
方法

左記の各自治会の連絡先から、お
住まいの地域の自治会へ申し込み
ください。該当の自治会がわからな
い場合は、右記のQR
コードから検索、また
は市民生活課まで問
い合わせください。

自治会へ申し込み
5
方法

予約申し込みの方法

　自治会では、学習活動・文化活動・サークル・
レク活動・スポーツ活動などを支援するため、
公民館共有スペースの貸し出しを行っていま
す。詳しくは各自治会まで問い合わせください。

公民館を利用して
みませんか？

きっかけは
？

簡単だよ！
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ユブシが丘トンネル銘板題字制作表彰式が市長応接
室で行われました。市では平成２９年度に沖縄県民をは
じめ、観光客など多くの人に利用してもらい地域に親し
まれる道路になることを目的に、前田線トンネルの名称
公募を行いました。300件を超える応募の中で前田小の
児童の案を採用したことから、銘板の題字も同校6年の
大城佳

か ほ

穂さんが制作しました。
大城さんは、「書くのは難しかったけど、練習をして当

日は2回で書き上げることができました。ずっと残るも
のなので嬉しいです」と笑顔で話しました。

スクールセーフティサポーター出発式が市役所内で
行われました。スクールセーフティ―サポーターとは、地
域と学校、警察が一体となり児童の登下校を見守る活動
で、不審者の情報があった際に学校間と警察が連携して
情報共有を図ります。「登下校防犯プラン」として沖縄県
では浦添警察署が初めての取り組みとなります。
出発式には元警察官8人が参加し、見守り時に使用す

る赤い腕章が手渡されました。浦添警察署長の瑞慶山
力署長は、「将来を支える子どもたちを育てていけるよ
う見守りを行ってほしい」とあいさつしました。

市制施行50周年・図書館開館35周年記念カードデザ
インを市内小中高生から募集し、38点の応募がありまし
た。一次審査では、絵本作家のsavaさん、仲西中学校美
術教諭の嘉数朝子先生、上里隆史図書館長、3人の選考
委員により13作品が選ばれました。二次審査では、市内
小中高校の図書室および浦添市立図書館で公開投票を
行い、図書館をモチーフとした比嘉優

ゆ づ き

月さん(浦添工業高
校2年)、としょまるをモチーフとした仲間詩

し お ん

桜さん(港川小
学校6年)のデザインに決定しました。4月30日(木)まで浦
添市立図書館1階エントランスで、応募のあった全作品を
展示中です。 

2/26（水） 地域一体で子どもを守ろう
2/28（金） 図書館利用カードデザインが
　　　　決定しました！

3/12（木） ユブシが丘トンネル
　　　　　銘板題字制作表彰式

　　 市制施行50周年記念事業

浦添市市制施行50周年を記念して、浦添市立小中学校毎に、
ちぎり絵でジャンボ壁画を制作しました。「未来の浦添市」を
テーマに子どもたちがそれぞれの思いを込めたジャンボ壁画は、
７月１日の「市制50周年を祝う会」において、正式にお披露目を
する予定です。現在は、校内の様々な行事等で活用しています。

浦城小学校 浦添小学校 宮城小学校

港川小学校 神森小学校 前田小学校 沢岻小学校

仲西小学校 当山小学校 内間小学校 牧港小学校

浦西中学校

浦添中学校

港川中学校

神森中学校 仲西中学校

小学校

中学校

ジャンボ壁画製作中

▲銘板題字制作に取り組む大城さん
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密
か
に
始
ま
っ
て
い
た
。
新
た
な
県
内
感

染
者
発
生
の
場
合
に
備
え
な
が
ら
、「
前
倒

し
休
校
解
除
・
学
校
再
開
」
に
向
け
て
、学

校
側
の
受
け
入
れ
体
制
、給
食
食
材
の
再
発

注
、学
校
再
開
告
知
の
方
法
と
タ
イ
ミ
ン
グ
、

議
会
対
応
な
ど
、
教
育
委
員
会
を
筆
頭
に
、

他
の
部
署
も
一
丸
と
な
っ
て
動
き
出
し
た
。

　
「
新
た
な
県
内
感
染
者
な
し
」
の
報
告
を

受
け
て
9
日
朝
、関
係
者
へ
向
け
て
正
式
に

11
日
か
ら
の
前
倒
し
学
校
再
開
を
発
表
し

た
。
そ
の
後
、無
事
を
祈
る
緊
迫
の
3
日
間

を
終
え
て
、16
日
か
ら
県
内
ほ
ぼ
全
て
の
学

校
が
再
開
と
な
っ
た
。

　
賛
成
反
対
入
り
乱
れ
て
の
大
論
争
を
経

て
も
、全
て
の
関
係
者
の
「
や
る
と
決
ま
っ

た
時
は
や
る
」
結
束
力
や
「
子
ど
も
た
ち

へ
一
日
も
早
い
日
常
を
」
の
熱
い
思
い
に

感
動
し
た
日
々
だ
っ
た
。こ
の
場
を
借
り
て
、

全
て
の
当
事
者
の
み
な
さ
ま
へ
、感
謝
を
伝

え
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
月
27
日
の
夕
刻
、
安
倍
総
理
が
一
斉

臨
時
休
校
を
全
国
へ
向
け
て
要
請
。
ま
さ

に
寝
耳
に
水
と
は
こ
の
事
だ
。
目
前
に

迫
っ
た
3
月
定
例
議
会
へ
の
準
備
を
し
な

が
ら
、
翌
28
日
に
は
臨
時
対
策
会
議
を
開

催
し
大
論
争
と
な
っ
た
。

「
総
理
の
決
定
を
重
く
受
け
止
め
、
ま
ず
は

感
染
防
止
を
優
先
す
べ
き
」

「
い
や
、
幾
ら
な
ん
で
も
い
き
な
り
休
校
な

ど
で
き
る
わ
け
な
い
」

こ
の
大
切
な
学
期
末
に
急
な
終
了
は
間
に

合
わ
な
い
と
判
断
し
、
1
日
だ
け
間
を
作

り
、
3
月
3
日
か
ら
の
休
校
を
決
定
し
た
。

急
遽
、
土
日
を
挟
ん
で
会
議
や
準
備
が
行

わ
れ
、
明
け
て
火
曜
日
か
ら
の
唐
突
な
臨

時
休
校
へ
と
突
入
し
た
。

　
小
学
校
は
休
校
な
の
に
学
童
ク
ラ
ブ
は

閉
め
な
い
等
、
い
く
つ
も
の
矛
盾
に
頭
を

抱
え
な
が
ら
も
、ま
ず
は
最
初
に
、市
内
学

童
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
が
急
な
要
請
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
前
向
き
に
時
間
を
延

長
し
て
対
応
し
て
頂
い
た
。
そ
れ
か
ら
、

次
は
学
校
側
が
ど
う
し
て
も
行
き
場
の
な

い
1
〜
6
年
生
全
員
を
午
後
ま
で
学
校
で

受
け
入
れ
る
と
い
う
英
断
を
下
し
て
く
れ

た
。
更
に
は
議
員
有
志
が
率
先
し
て
動
き

出
し
、無
料
軽
食
ラ
ン
チ
の
提
供
へ
と
、次

第
に
協
力
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。

　
実
は
、
臨
時
休
校
が
始
ま
っ
た
3
月
3

日
の
翌
4
日
に
は
既
に
、
関
係
者
内
部
で

学
校
再
開
の
時
期
を
め
ぐ
っ
て
の
協
議
も

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
臨
時
休
校

問い合わせ：健康づくり課（内線☎ 3660）

こんにゃく ……… 1/2枚
大根 …………… 1/8本
人参 ……………… 1/3本
じゃがいも ……… 小2個
ごぼう …………… 1/3本
サラダ油 ………… 大さじ1
おろししょうが … 大さじ1
おろしにんにく … 小さじ2
豚こま肉 ………… 100ｇ
だし汁 …………… 800ｍｌ
みそ ……………… 大さじ4 
青ねぎ …………… 4本

①こんにゃくは短冊切りにし、下ゆでする
　大根、人参、じゃがいもは一口大に切る。
　ごぼうはささがきにする。
②鍋にサラダ油、しょうが、にんにくを熱
　し、香りが出たら豚肉を加えて炒め、こ
　んにゃく、大根、人参、ごぼうを加えてさ
　っと炒める。
③だし汁を加え、10分ほど煮てから、じゃ
　がいもを加えさらに煮る。じゃがいもに
　火が通ったら火を止め、みそを溶き入れ
　る。
④器に盛り、小口切りにした青ねぎを上か
　ら散らす。

材料（4人分） 作り方

野菜たっぷり！あったか豚汁
しょうがで免疫力アップ！

レシピ提供：健康づくり課　管理栄養士　新
しんじょう
城 翔

しょうこ
子

　市販されている豚汁用の水煮野菜を使うと、
よりお手軽に作れます！根菜と香味野菜をたっ
ぷりとることで免疫力をアップさせ、風邪やウ
イルスに負けない体を作りましょう！

30品目

栄養成分表示（1人あたり）
エネルギー147㎉／たんぱく
質9.5g／脂質2.9g／炭水化物
21.4g／食塩相当量1.9g

　市立児童センターといえば「アティック」 “Atikku”on youth centers

　子どもの頃、氷鬼ごっこやかくれんぼをして遊んだ回数は数
えきれません。一度、同学年生の全体を巻き込み、氷鬼ごっこの
非公式な大会が行われたことがありましたが、危ないと判断さ
れ、先生たちに中断させられました。このことは、今でもおせっ
かいだと思っています。
　それから10年以上が経ち、沖縄へやってきました。国際交流
員の業務の一つとして、市内の市立幼稚園や児童センターを訪
問し、子どもたちと交流する企画を行っています。海外の文化や
ハワイのことなどを紹介し、アクティビティを通して国際交流を
図る業務ですが、簡潔にいうと子どもたちと遊ぶのが仕事の一
つです。
　そんなこんなで、幾度も児童センターへ訪問してきました
が、もっとも頭に残っている単語は「アティック」です。何、「アタッ
ク」？と激しそうなものだと勘違いしていた私ですが、今なら分
かります。「アティック」は激しそうなものではなく、とても激しい
遊びです。まるで果てのない険しいドッジボール的なこの遊び
は運動好きな児童たちの中で一番人気で、何回も遊んだことが
あります。それだけではなく、実際に大会も開かれているそうで
す！
　地域イベントや児童センター祭りも開催されていますが、私
の中の子どもは児童センターでのアティックという遊びに落ち
てしまいました。アメリカの文化を紹介する交流企画が遊びを
楽しみにする機会へと徐々に変化していきました。

　When I was a kid, I played freeze tag and hide and seek 
so many times that I can’t even recall how often I would 
play. I remember one time in elementary, all of the kids 
in the same grade tried to play freeze tag during recess, 
but the teachers eventually stopped us thinking it was too 
dangerous. Party poopers.
　Fast forward ten years or so and now I’m here in 
Okinawa. As a CIR, I am able to visit kindergartens and 
youth centers to interact with kids as part of my work. 
During these visits, I introduce foreign cultures and 
things about Hawaii through activities giving the kids 
a chance to experience international exchange. In a 
nutshell, I get to play with the local kids as part of my job.
　After visiting youth centers numerous times, I’ve 
learned one particular word called “Atikku.” At first, I 
mistook this word as “attack” and wondered why kids 
would be talking about something so violent sounding 
with such excitement. But now I know. Atikku isn’t violent 
sounding. It IS violent; a never-ending dodgeball-like sport 
that seems to be the most popular amongst kids that 
enjoy physical activity. There’s even competitions for this 
sport!
　Youth centers also host fun events like local festivals or 
the yearly youth center festivals, but the kid in me knows 
that Atikku is where the real fun is at. Even though the 
main reason I go to the centers is to introduce American 
culture, I’ve found myself secretly looking forward to 
getting a chance to play this crazy sport.
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井
い で の し た

手野下 大
たいよう

桜 ちゃん（8か月）前田在 島
しまぶく

袋 凛
り ず

鈴 ちゃん（5才）牧港在

  凛
り せ

星 ちゃん（6か月）
喜
き ゆ な

友名 朝
ちょうたろう

太郎 ちゃん （2歳）城間在

  桜
お う た ろ う

太郎 ちゃん （0歳）

笑顔がそっくり♡産まれてきてくれてありがとう

仲良しりずりせ姉妹可愛くて可愛くて♪家族みんな大好き♡
千葉の

美味し
い

梨が届
いたよ

！
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産婦健康診査産婦健康診査

ママさん健診ママさん健診
産前、産後

の

健康チェ
ック

●歯・歯周病の診察
●保健指導

問い合わせ：保健相談センター ☎（875）2100

ベビースクール（離乳食教室）ベビースクール（離乳食教室）

こども・子育てこども・子育て

　離乳食についての講話・デモンストレー
ション・試食（保護者のみ）
日時▶4月24日（金）
　　　午後１時～午後3時30分
対象▶市内在住で４～８か月の
　　　乳児を持つ保護者
申し込み▶4月21日（火）まで

２歳児歯科健診事業
●歯の診察　●フッ素塗布　
●歯磨きの仕方・保健指導
対象▶２歳～３歳未満の子
　　 （３歳のお誕生日前日まで）
場所▶浦添市と契約している歯科
　　　医療機関 ※通知書にリストを同封
費用▶無料（公費負担）

※ゆっくり講話を聞くために、お子さんは預けて
　来ていただくことをお勧めします。

乳児健診

日　　時▶5月14日、21日、28日
　　　　 （全回木曜日）
受付時間▶午後１時15分～午後２時15分

１歳６か月児健診

日　　時▶5月13日、20日、27日
　　　 （全回水曜日）
受付時間▶午後１時15分～午後２時15分 

3歳児健診

▶前期（３～４か月児）
午後0時45分～午後２時30分
▶後期（９～10か月児）
午前8時45分～午前10時30分

受
付
時
間

子育て世
代に

役立つ情
報が

いっぱい
！

日程▶4月19日（日）

（離乳食教室）

　離乳食についての講話・デモンストレー　離乳食についての講話・デモンストレー

　　　午後１時～午後3時30分

乳児健診

こども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育て

日程▶4月19日（日）

乳幼児健康診査日程
問い合わせ：保健相談センター ☎（875）2100

各健診の対象者には通知書を送付しています。

　食事と妊婦健診結果の関連・食事の選び方・グループワー
ク・体験コーナー・妊婦体験・赤ちゃん人形抱っこ体験等。

対象▶浦添市に住所登録のある産後8週以内の産婦さん
場所▶浦添市と契約している医療機関
※県外で受けた人は、ご連絡ください。

妊婦歯科健診事業
対象▶妊婦さん
場所▶浦添市と契約している歯科医療機関

（親子健康手帳交付時にリストを配布）
費用▶無料（公費負担）※受診票が必要です。

マタニティスクール

対　　象▶妊婦さんとそのパートナー（市内在住者）
日　　時▶5月17日（日）午前９時～正午
申し込み▶5月14日（木）まで

乳幼児健康診査日程乳幼児健康診査日程
875）2100

市
民
協
働
・
男
女
共
同
参
画

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎（
8
7
4
）5
7
1
1

■
て
だ
こ
市
民
大
学
受
講
者
募
集

て
だ
こ
市
民
大
学
の
定
期
講
座

を
受
講
さ
れ
る
皆
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。”う
ら
そ
え

“
の
ま
ち
を
知

り
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

仲
間
と
学
び
ま
せ
ん
か
？

対
象
者
「
ま
ち
づ
く
り
生
涯
学
習
」

と「
市
民
協
働
」に
関
心
の
あ
る
人

日
程　
５
月
14
日（
木
）〜
９
月
ま

で
午
後
７
時
か
ら
計
10
回
の
講
座

を
予
定

場
所　

浦
添
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン

タ
ー

募
集
期
間　
４
月
13
日（
月
）〜
５

月
１
日（
金
）

受
講
料
１
万
円（
学
生
は
５
千
円
）

※
講
座
内
容
、申
込
方
法
や
受
講
料

な
ど
、詳
し
く
は
電
話
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）0
1
1
9

■
救
急
法
講
習
会（
入
門
）

「
助
け
た
い
思
い
を
ワ
ザ
に
救
急
法
」

成
人
に
対
す
る
救
命
処
置
コ
ー
ス

①
応
急
手
当
の
重
要
性

②
心
肺
蘇
生
法（
基
本
的
心
肺
蘇
生

法
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
含
む
）

日
時　
４
月
18
日（
土
）午
前
９
時

30
分
～
午
前
11
時

場
所　
消
防
本
部
２
階
講
堂

定
員　
30
人（
市
在
住
・
在
勤
の
人

優
先
）

費
用　
無
料

申
し
込
み　
講
習
日
前
日
ま
で（
定

員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
令
和
２
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

対
象
者

①
今
年
度
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80

歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
1
0
0
歳

に
な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
・

腎
臓
、呼
吸
器
ま
た
は
免
疫
機
能
に

障
が
い
が
あ
る
人（
身
体
障
害
者
手

帳
1
級
程
度
）

【
費
用
助
成
】　
一
人
一
回
、今
年
度

の
み
。自
己
負
担
額
4
千
円
。

※
該
当
者
に
は
、４
月
に
紫
色
の
予

診
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご
確
認

く
だ
さ
い
。ま
た
、自
費
・
公
費
問
わ

ず
過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
を
接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
人

は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。詳
し
く

は
予
防
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
令
和
２
年
度
が
ん
検
診
等
受
診
券

　

令
和
２
年
度
が
ん
検
診
等
受
診

券
は
５
月
１
日
（
金
）
か
ら
使
用

可
能
と
な
り
ま
す
。
４
月
中
に
受

け
た
検
診
に
つ
い
て
は
、
検
診
費

用
が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
が
ん
検
診
等
受
診
券
は
４
月
下

旬
頃
に
対
象
者
へ
送
付
予
定
で
す
。

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）３
２
１
９

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日

※
29
日（
水
）は
開
館

　

　

　

　

　

　

　

　

　

▲ 美術館
ホームページ

▲ 美術館
Facebook

■
美
術
館
開
館
30
周
年
記
念
展
令

和
元
年
度
第
3
期
常
設
展「
守
り
伝

え
る
琉
球
王
朝
の
美
ー
沖
縄
県・
浦

添
市
指
定
有
形
文
化
財
と
名
品
ー
」

　

指
定
文
化
財
の
琉
球
漆
器
44
件

を
含
む
優
品
を
一
挙
公
開
し
ま
す
。

会
期　

5
月
17
日（
日
）ま
で

場
所　
常
設
展
示
室

観
覧
料　
高
校
生
以
下
無
料
／
一

般
２
０
０（
１
６
０
）円
／
大
学
生

１
３
０（
１
０
０
）円
／
65
歳
以
上

１
６
０
円

※（　

）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

■
市
指
定
絵
画
展（
琉
球
八
景
他
）

葛
飾
北
斎
の
琉
球
八
景
を
含
む

市
指
定
文
化
財
の
絵
画
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

会
期
5
月
2
日（
土
）～
17
日（
日
）

場
所　
企
画
展
示
室
1

観
覧
料　
常
設
展
と
共
通

■
令
和
元
年
度
新
収
蔵
品
展

　

前
年
度
の
購
入
作
品
や
寄
贈
い

た
だ
い
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期
5
月
2
日（
土
）～
17
日（
日
）

場
所　
企
画
展
示
室
2

観
覧
料　
常
設
展
と
共
通

■
令
和
元
年
度
浦
添
市
美
術
館
実

習
教
室
作
品
展

　

令
和
元
年
度
実
施
し
た
漆
芸
、

陶
芸
の
実
習
教
室
の
成
果
を
展
示

し
、紹
介
し
ま
す
。

会
期
４
月
４
日（
土
）～
19
日（
日
）

場
所　
企
画
展
示
室

観
覧
料　
無
料

■
第
22
回
浦
添
市
美
術
館
友
の
会・

サ
ー
ク
ル
展

会
期

4
月
8
日（
水
）～
19
日
（
日
）

場
所　
企
画
展
示
室
2
～
3
・
講
堂

観
覧
料　
無
料

■
浦
添
八
景
展

会
期

4
月
25
日
（
土
）～
5
月
10

日（
日
）

場
所　
講
堂

観
覧
料　
無
料

浦
添
市
立
図
書
館

☎（
８
７
６
）４
９
４
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、29
日（
水・昭
和

の
日
）、30
日（
木・資
料
整
理
日
）

■
お
は
な
し
の
部
屋

　
「
お
は
な
し
の
木
の
会
」に
よ
る

語
り
聞
か
せ
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
す
。

内
容　
「
は
る
の
お
は
な
し
」

日
時

4
月
11
日（
土
）午
前
11
時

30
分
～
正
午

対
象　
４
歳
以
上

■
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
上
映
会

『
T
h
e
L
i
o
n
K
i
n
g
』

日
時

4
月
12
日（
日
）午
後
2
時

～（
1
1
9
分
）

場
所

2
階
視
聴
覚
室

※
英
語
音
声
・
日
本
語
字
幕
付
き　

■
英
語
の
お
は
な
し
会

　

浦
添
市
国
際
交
流
員
に
よ
る
英

語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

日
時

4
月
14
日（
火
）
午
前
11
時

～
午
前
11
時
30
分

■
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
お
は
な
し
会

内
容　
「
出
会
え
た
ね
。
と
び
っ
き

り
の
1
冊
に
。」

日
時

4
月
19
日（
日
）午
前
11
時

30
分
～
正
午

■
こ
ど
も
読
書
ウ
ィ
ー
ク
企
画
展

テ
ー
マ
『
出
会
え
た
ね
。
と
び
っ

き
り
の
1
冊
に
。』

期
間

4
月
18
日（
土
）～
5
月
17

日（
日
）

■
と
し
ょ
ま
る
公
開

日
時

5
月
5
日（
火
）午
前
10
時

～
午
前
11
時
※
雨
天
中
止

場
所　
図
書
館
前
広
場

■
図
書
館
開
館
35
周
年
記
念
企
画

「
浦
添
市
立
図
書
館
の
あ
ゆ
み
」

　

４
月
23
日（
木
）に
開
館
35
周
年

を
迎
え
る
浦
添
市
立
図
書
館
の
あ

ゆ
み
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間　
４
月
１
日（
水
）～
５
月
17

日（
日
）

場
所　
図
書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

■
市
制
施
行
50
周
年
企
画
展
示『
浦

添
村
か
ら
浦
添
市
へ
〜
行
政
文
書

と
写
真
に
見
る〝
う
ら
そ
え
〞の
あ

ゆ
み
〜
』

浦
添
村
時
代
か
ら
浦
添
市
誕
生

前
後
ま
で
の
歴
史
を
当
時
の
行
政
文

書
と
貴
重
な
写
真
で
た
ど
り
ま
す
。

期
間　
４
月
１
日（
水
）～
５
月
31

日（
日
）

場
所　

図
書
館
２
階

エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

F
A
X（
8
7
9
）5
5
3
0

今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
講

座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。講
座
開
催
の

案
内
は
広
報
う
ら
そ
え
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

手
・
タ
オ
ル
・
プ
ラ
ン
タ
ー
や
ポ
ッ

ト
を
持
ち
帰
る
際
の
袋

定
員　
12
人

◆
不
用
品
提
供
の
お
願
い

　

衣
類
、中
高
生
の
制
服
、ベ
ビ
ー

用
品
な
ど
誰
か
に
使
っ
て
欲
し
い

■
初
心
者
向
け「
手
話
を
覚
え
よ

う
！
」
講
座（
全
４
回
）

　

あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
な
ど
簡

単
な
手
話
を
耳
の
不
自
由
な
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
学
び
ま
す
。

日
時　
５
月
14
日（
木
）～
６
月
４

日（
木
）の
毎
週
木
曜
日　

午
前
10

時
～
正
午

場
所　
中
央
公
民
館
２
階
第
１
研

修
室

講
師　
手
話
サ
ー
ク
ル
ゆ
い

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

費
用　
無
料

定
員

15
人

受
付　
４
月
6
日（
月
）か
ら
定
員

に
達
し
次
第
締
め
切
り

申
し
込
み　
電
話
・
F
A
X
・
公
民

館
窓
口

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎（
８
６
１
）３
１
９
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、29
日（
水・昭
和

の
日
）

■
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生

ご
み
堆
肥
を
作
ろ
う
！

日
時　
４
月
24
日
（
金
）午
前
10
時

～
正
午

参
加
費　
１
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具

定
員　
10
人

■
生
ご
み
堆
肥
を
使
っ
た
春
の
花

づ
く
り・野
菜
づ
く
り（
全
２
回
）

日
時　
（
座
学
）
４
月
25
日（
土
）

（
実
習
）４
月
26
日（
日
）午
前
10
時

～
正
午

参
加
費　
４
２
０
円（
親
子
１
組
６

４
０
円
）（
２
日
分
）

持
ち
物　
25
日
筆
記
用
具
、26
日
軍

と
い
う
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
住
所

を
確
認
で
き
る
免
許
証
等
を
持
参

の
上
、次
の
人
が
気
持
ち
よ
く
使
え

る
状
態
で
持
ち
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

【健康シリーズ】 妊娠期の栄養について
　お母さんの健康と、赤ちゃんの健やかな発育のために、食事はとても大切です。
１日に「何を」「どれだけ」食べたらよいか下の５グループの料理や食品を組み合わ
せバランスよく摂取しましょう。　※1日分付加量については親子健康手帳をご覧ください。

電話相談や来所相談（予約制）にて妊娠期からの食事について
アドバイスを行っています。気軽にご相談ください。

果物
みかんだったら2個程度

2つ2つ

主菜
肉・魚・卵・大豆料理
から3皿程度

3～5つ

副菜

野菜料理5皿程度

5～6つ
ごはん（中盛り）
だったら4杯程度

牛乳・乳製品
牛乳だったら1本程度

こども家庭課 ☎（875）2100（直通）

（肉、魚、卵、大豆料理）

（ごはん、パン、麺）

野菜、きのこ、
いも、海藻料理（　　　）

主食
5～7つ

食事バランスガイド運動

水・お茶
（親子健康手帳記載有）

随時受付中！



「
も

と
も
と
表
現
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
表
現
す
る
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
」。

そ
う
話
す
の
は
、
浦
添
市
牧
港
出
身
で
俳
優
の
宮
平
安
春
さ
ん

（
35
）。
多
く
の
映
画
や
ド
ラ
マ
、
舞
台
な
ど
に
出
演
し
活
躍
す

る
注
目
の
俳
優
で
す
。

　

俳
優
を
目
指
す
き
っ
か
け
は
、
映
画
『
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
』。

高
校
卒
業
後
、
一
度
は
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
学

ぶ
専
門
学
校
に
通
い
ま
す
が
、「
や
り
た
い
こ
と
は
、
こ
れ
じ

ゃ
な
い
」
と
、
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
に
向
き
合
い
ま

す
。
映
画
を
作
る
こ
と
に
も
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
宮
平
さ

ん
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、『
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
』
を
見
て
感
銘

を
受
け
ま
す
。「
あ
の
映
画
の
よ
う
に
沖
縄
の
こ
と
を
表
現
で

き
た
ら
い
い
な
」
と
漠
然
と
思
っ
た
と
い
う
宮
平
さ
ん
は
、
映

画
・
俳
優
の
専
門
学
校
に
入
学
し
、
当
時
を
振
り
返
り
宮
平
さ

ん
は
こ
う
言
い
ま
す
。「
自
分
は
劣
等
生
だ
っ
た
。
周
り
に
い

る
人
た
ち
は
昔
か
ら
子
役
を
や
っ
て
い
た
り
、
役
者
経
験
者
が

多
く
、
み
ん
な
は
喜
怒
哀
楽
を
演
じ
る
指
示
に
も
う
ま
く
対
応

し
て
い
た
が
、
自
分
は
付
い
て
い
け
な
く
て
落
ち
込
む
ば
か
り

で
し
た
」。
カ
メ
ラ
の
扱
い
や
脚
本
の
書
き
方
な
ど
、
制
作
と

併
せ
て
演
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
腐
る
こ
と
な
く
前
を
向
い
て
こ
ら
れ
た
の
は
、「
地

元
沖
縄
の
親
友
・
又
吉
慶
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
宮

平
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
落
ち
込
む
た
び
に
慶
に
電
話
し
て
、

通
っ
て
い
た
学
校
の
校
長
が
津
川
雅
彦
さ
ん
で
、
一
緒
に
映
画

の
話
を
し
た
こ
と
や
、
講
師
と
し
て
有
名
人
が
た
く
さ
ん
来
る

な
ど
自
慢
話
ば
か
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
〝
す
ご
い
な
ー
す
ご

い
な
ー
〟
と
言
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
私
の
支

え
で
し
た
」

　

親
友
に
支
え
ら
れ
精
進
す
る
日
々
。
あ
る
日
宮
平
さ
ん
の
も

と
に
一
報
が
入
り
ま
す
。
不
慮
の
事
故
に
よ
り
親
友
が
危
篤
で

あ
る
と
。
帰
沖
す
る
も
親
友
は
意
識
が
無
い
ま
ま
。
そ
の
時
親

友
の
母
か
ら
こ
う
聞
か
さ
れ
ま
す
。「
い
つ
も
あ
な
た
の
話
ば

か
り
し
て
い
た
よ
。
あ
い
つ
は
す
ご
い
。
い
つ
か
絶
対
テ
レ
ビ

に
出
て
活
躍
す
る
ん
だ
」
と
。
そ
れ
を
聞
い
た
宮
平
さ
ん
は
、

「
慶
に
〝
お
前
こ
こ
で
何
や
っ
て
る
！
〟」
と
言
わ
れ
そ
う
な
気

が
し
て
親
友
の
回
復
を
信
じ
東
京
に
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
翌
日

慶
さ
ん
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
天
国
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
親
友
の
死
を
き
っ
か
け
に
本
気
で
プ

ロ
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
と
い
う
宮
平
さ
ん
。
芸
能
事
務
所

を
約
50
か
所
以
上
突
撃
訪
問
し
自
分
を
売
り
込
み
、
現
在
の
事

務
所
に
所
属
す
る
に
至
り
ま
す
。

　

俳
優
を
目
指
し
て
十
数
年
、
こ
れ
一
本
で
は
ま
だ
ま
だ
生
活

が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
宮
平
さ
ん
で
す
が
、
そ
の
顔

は
充
実
感
に
溢
れ
て
い
ま
す
。「
自
分
の
強
み
は
う
ち
な
ー
ん

ち
ゅ
で
あ
る
こ
と
。
な
ん
く
る
な
い
さ
ー
と
、
悲
惨
な
歴
史
を

乗
り
越
え
て
た
く
ま
し
く
生
き
て
き
た
お
じ
い
お
ば
あ
た
ち
に

接
す
る
中
で
、
沖
縄
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
を
表
現
で
き
る
役
者
に

な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
思
い
は
年
々

強
く
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の
思
い
が
あ
る
限
り
は
続
け
ら

れ
る
」
と
宮
平
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
「〝
自
分
は
こ
う
な
り
た
い
〟
と
い
う
目
標
や
、
す
べ
き
こ
と

に
対
し
て
怠
け
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
そ
う
自
負
で
き
る
の

は
、
亡
く
な
っ
た
親
友
・
慶
が
、
北
極
星
の
よ
う
に
自
分
の
中

に
輝
い
て
い
て
、
ブ
レ
な
い
心
の
目
印
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る

か
ら
で
す
」。
命
日
に
は
ビ
ー
ル
と
タ
バ
コ
を
買
っ
て
必
ず
海

に
行
っ
て
一
年
の
報
告
を
す
る
と
い
う
宮
平
さ
ん
。「
あ
い
つ

に
恥
ず
か
し
く
な
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
、
一
度
し
か
な
い
人

生
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い

き
た
い
」。

　

心
の
中
に
煌
々
と
輝
く
星
に
そ
う
強
く
誓
う
宮
平
さ
ん
は　

う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
自
分

を
表
現
し
続
け
ま
す
。

う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
と

し
て
の
誇
り
と

心
に
輝
く
星

■1 親友に成功を誓う。■2 役者の傍ら表
現の一つとして、制作を手掛けた命名札
アルバム。県内複数自治体に採用される

浦添市牧港出身。エージェントオフィス
タクト所属。特技はキックボクシング。
好きな言葉はカーペディエム（＝今を生
きる）。テレビドラマ『SP革命篇』（フジ
テレビ）テロリスト平沼役、特撮テレビ
ドラマ「仮面ライダー電王～第43話～」
（テレビ朝日）、テレビドラマ『運命の人』
（TBS）、映画『くらげとあの娘』他多数
出演。沖縄出身俳優の津嘉山正種さん
のように発信力のある役者になりたい
と意気込む。沖縄を題材にした作品へ
の出演を熱望する

PROFILE
宮平 安春（35）

輝く人たち No.35

■2

■1
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産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
の
属
す

る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４
か
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。（
死
産
、

流
産
、
早
産
を
含
み
ま
す
）

届
出
受
付
期
間　

出
産
予
定
日
の

６
か
月
前
か
ら
届
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
出
産
後
も
届
出
可
能

で
す
。

対
象　

出
産
日
ま
た
は
出
産
予
定

日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
。（
出

産
す
る
本
人
が
対
象
で
す
）
※
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
と
は
、

農
林
漁
業
や
自
営
業
を
営
む
人
、

無
職
の
人
、
学
生
並
び
に
そ
れ
ら

の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

税
金
・
保
険
・
年
金

令
和
２
年
度
固
定
資
産
税

問
資
産
税
課

☎  

土
地
：（
８
７
６
）１
２
７
６

家
屋
・
償
却
資
産
：（
８
７
６
）１
２

７
８

納
税
通
知
書
の
発
送

　

令
和
２
年
度
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
は
４
月
初
旬
に
発
送
し

ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し

た
ら
内
容
の
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

場
合
に
は
、
資
産
税
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
期
限
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
固
定
資
産
税
の
第

一
期
の
納
期
限
は
４
月
30
日（
木
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う

と
延
滞
金
、
督
促
手
数
料
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納

税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
お

早
め
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
第
４
１
６
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
土

地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
縦
覧
帳
簿
に
は
、

市
内
に
あ
る
土
地
・
家
屋
の
価
格
等

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ご
自
身
の
資
産
と
他
の
資
産

を
比
較
し
て
、
そ
の
資
産
が
適
正

に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
間
を
過
ぎ

る
と
縦
覧
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分（
正
午
～
午
後
１
時
を

除
く
）

令
和
２
年
度
国
民
年
金
保
険

料
の
学
生
納
付
特
例
申
請
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

問
市
民
課

☎  

内
線
３
１
１
１
〜
３
１
１
６

　

令
和
２
年
度
の
保
険
料
は
月
額

１
万
６
５
４
０
円
で
す
。
在
学
中

で
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学

生
納
付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
受
付
期
間　

令
和
２
年
度
の

学
生
納
付
特
例
申
請
は
４
月
か
ら

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
２
年
ま
で
申
請
が

可
能
で
す
。（
令
和
２
年
４
月
に
申

請
可
能
な
の
は
平
成
30
年
３
月
分

か
ら
現
在
ま
で
）

※
令
和
２
年
度
の
一
般
免
除
申
請

の
受
け
付
け
は
７
月
か
ら
開
始
し

ま
す
。

対
象　

学
生（
対
象
校
に
在
学
中
の

人
）

審
査
基
準

①
本
人
の
令
和
２
年
度
の
所
得

②
災
害
・
失
業
・
事
業
の
廃
止
等
の

事
由

年
金
を
受
け
る
と
き　

老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
に
必
要
な
期
間（
平
成

29
年
８
月
か
ら
10
年
）
に
含
ま
れ

ま
す
が
、
10
年
以
内
に
追
納
が
な

い
場
合
は
受
給
年
金
額
に
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除
を
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す

問
市
民
課

☎  

内
線
３
１
１
１
〜
３
１
１
６

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
の

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

（
産
前
産
後
期
間
）
に
お
け
る
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出

な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
「
は
り
、き
ゅ
う
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
施
術
料

金
助
成
事
業
」を
実
施
し
ま
す

問
国
民
健
康
保
険
課

☎  

内
線
３
７
１
１

　

１
回
の
施
術
に
つ
き
８
０
０
円

の
助
成（
利
用
券
を
交
付
）
し
ま
す
。

※
１
セ
ッ
ト
６
回
分
、
２
セ
ッ
ト

を
限
度
と
す
る
。

実
施
期
間　

令
和
３
年
３
月
31
日

（
水
）
ま
で

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
末
し
ょ
う
神
経
疾
患
ま
た
は
運

動
器
疾
患
に
よ
り
医
師
の
診
断
を

受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
。（
※
た
だ

し
、
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
の

な
い
世
帯
に
限
り
ま
す
。）

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

障
が
い
者
等
の
自
発
的
活
動
を

支
援
し
ま
す
（
団
体
へ
の
支
援
）

問
障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
５
６
５

　

障
が
い
者
が
、
日
常
生
活
等
を

営
む
上
で
生
じ
る「
社
会
的
障
壁
」

を
除
去
す
る
た
め
の
活
動
に
つ
い

て
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
団

体
等
の
対
象
と
な
る
活
動
の
う
ち
、

事
務
局
が
認
め
た
必
要
な
経
費（
上

限
５
万
円
、
予
算
の
範
囲
内
）
を

交
付
し
支
援
し
ま
す
。

対
象　

浦
添
市
内
を
拠
点
と
す
る

一
定
の
条
件
を
満
た
す
団
体
が
行

う
次
の
活
動

①
情
報
交
換
等
②
災
害
対
策
③
孤

立
防
止（
見
守
り
）活
動
④
社
会
復

帰
⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
⑥
そ
の

他
、
自
発
的
な
活
動
と
し
て
市
長

が
認
め
る
活
動
。

申
請
期
限　

４
月
30
日（
木
）

申
込
方
法　

必
要
書
類
を
障
が
い

福
祉
課（
市
役
所
３
階
）
へ
提
出
。

対
象
と
な
る
団
体
や
必
要
書
類
に

つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
の
自
動
車
運
転
免
許

取
得
費
お
よ
び
自
動
車
改
造
費

を
助
成
し
ま
す

問
障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
５
６
3

助
成
限
度
額
10
万
円

〇
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
助
成

対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

③
公
売
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
納
税
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

利
用
制
限　

施
術
は
、
本
市
の
指

定
す
る
担
当
施
術
所
で
、
被
保
険

者
１
人
に
つ
き
、
１
日
１
回
ま
で

で
す
。

申
請
方
法　

国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
国
民
健

康
保
険
課
窓
口
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

は
該
当
し
ま
せ
ん
。
予
算
の
都
合

上
、
利
用
券
の
交
付
を
年
度
途
中

で
終
了
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

浦
添
市
内
の
土
地
を
公
売
し

ま
す
！
令
和
２
年
度
第
１
回
不

動
産
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

問
納
税
課

☎  

内
線
２
３
２
２
、２
３
２
４

　

納
税
課
で
は
、
納
税
の
公
平
性

を
図
り
、
滞
納
市
税
を
徴
収
す
る

た
め
、
差
し
押
さ
え
た
財
産（
不
動

産
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
行
い
ま
す
。

参
加
申
込
期
間　

４
月
10
日（
金
）

午
後
１
時
～
28
日（
火
）
午
後
11
時

入
札
期
間　

５
月
８
日（
金
）
午
後

１
時
～
15
日（
金
）
午
後
１
時

公
売
方
法　

公
売
は
、
ヤ
フ
ー

株
式
会
社
が
提
供
す
る
「
ヤ
フ
オ

ク
！
」
の
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

サ
イ
ト
上
で
、
期
間
入
札
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

※
注
意
事
項
※

①
公
売
参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
公

売
物
件
の
状
況
等
を
事
前
に
よ
く

確
認
し
た
上
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

②
公
売
は
滞
納
市
税
の
納
付
等
に

よ
り
、
予
告
な
く
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ず
れ
か
を
所
持
す
る
人
で
自
動
車

運
転
免
許
取
得
資
格
が
あ
る
人
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑（
認
印
可
）・
履
歴
書
・
運
転

免
許
適
正
相
談
結
果
票（
３
か
月
以

内
の
も
の
）・
障
害
者
手
帳
。

※
教
習
所
へ
入
校
す
る
前
に
申
請

が
必
要（
県
内
の
教
習
所
に
限
る
）。

※
当
該
年
度
の
３
月
10
日
ま
で
に

自
動
車
免
許
の
取
得
が
見
込
ま
れ

る
も
の
。

〇
自
動
車
改
造
費
助
成

対
象
者

　

上
肢
障
害
、
下
肢
障
害
ま
た
は

体
幹
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
所
持
す
る
人
。

対
象
自
動
車

　

身
体
障
が
い
者
本
人
の
名
義
で
、

身
体
障
が
い
者
本
人
が
運
転
す
る

自
動
車
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑（
認
印
可
）・
改
造
業
者
見
積

書
・
車
検
証
・
運
転
免
許
証
・
身
体

障
害
者
手
帳
・
所
得
課
税
証
明
書

（
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
等
）

※
自
動
車
改
造
す
る
前
に
申
請
が

必
要
。

浦
添
市
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
等
助
成
事
業

問
障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
５
６
４

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴

児
の
言
語
の
習
得
、
教
育
等
に
お

け
る
健
全
な
発
育
の
支
援
を
目
的

に
、
補
聴
器
購
入
費
等
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象　

次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て

を
満
た
す
児
童

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
18
歳
に
達
す
る
日
以
降（
平
成
14

年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
）
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

と
な
ら
な
い
人
の
う
ち
、
補
聴
器

を
装
用
す
る
こ
と
で
言
語
の
習
得

な
ど
の
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き

る
と
医
師
が
判
断
す
る
人

※
交
付
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の

中
で
市
民
税
所
得
割
額
が
46
万
円

を
超
え
る
人
が
い
る
場
合
は
、
助

成
対
象
外
で
す
。

申
請
窓
口　

障
が
い
福
祉
課　

障

が
い
福
祉
係

事
業
ご
み
、家
庭
ご
み
（
粗
大
）

料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

問
環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
１

　

今
回
の
改
正
は
、
ご
み
の
発
生

抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
等
に

よ
る
ご
み
減
量
化
を
目
的
に
行
う

も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

改
定
内
容

①
家
庭
粗
大
ご
み
処
理
手
数
料

（
旧
）
3
0
0
円

（
新
）
大
6
0
0
円（
重
さ
10
ｋ
ｇ

以
上
）・
小
3
0
0
円（
大
以
外
）

※
現
在
の
処
理
券
も
引
き
続
き
使

え
ま
す
。

②
事
業
ご
み
処
理
手
数
料（
収
集
運
搬

許
可
業
者
が
市
に
収
め
る
手
数
料
）

（
旧
）
６
円
／
ｋ
ｇ

（
新
）
80
円
／
10
ｋ
ｇ

施
行
日　

７
月
１
日（
水
）　

問い合わせ：納税課 ☎（876）1271

　税金は、福祉や教育など身近な行政サービスに使わ
れる大切な財源です。納期限内納付をお願いします。

●口座振替ができる市税
　市県民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税
●口座振替ができる金融機関
　琉球銀行・沖縄銀行・沖縄海邦銀行・沖縄県労働金庫・
　沖縄県農業協同組合・コザ信用金庫・ゆうちょ銀行
●口座振替の申込方法
　「預金通帳」「通帳届出印」「納税通知書」をお持ちになり、
　口座振替をする金融機関で申し込みください。

れる大切な財源です。納期限内納付をお願いします。

納付は便利な口座振替で！

　うっかり納付期限が過ぎていた
なんてありませんか？一度手続き
すると、そのあとは自動的に納付
できる口座振替がおすすめです。

納期限内納付が難しい場合
病気や失業など、やむを得ない理由で納期限内に
納付が困難な場合は、分割納付などの方法もあり
ますので、お早めに納税課までご相談ください。

市税は納期限内に
納めましょう！

通 帳

●●銀行

▲公売財産 (南東側から撮影 )

２－１－１

売却区分
番号

公売対象財産 ①見積価格（最低入札価格）
②公売保証金

①20,050,000 円
②2,010,000 円

所在：浦添市宮城2丁目
地番：1522番
地目：宅地
地積：205.44㎡
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利
用
料
減
免
額　

保
護
者
が
認
可

外
保
育
施
設
に
支
払
う
月
額
利
用

料
か
ら
認
可
保
育
所
に
入
所
し
た

場
合
の
保
育
料
を
差
し
引
い
た
額

（
上
限
あ
り
）

申
請
期
間　

随
時
受
け
付
け

※
申
請
の
翌
月
か
ら
補
助
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　

申
請
方
法
等
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
案

内
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

認
可
外
保
育
施
設
を
ご
利
用

の
多
子
世
帯
へ
の
保
育
料
助
成

事
業

問
保
育
課
管
理
係

☎  

内
線
３
６
０
２

認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
し
て

い
る
多
子
世
帯
（
そ
の
他
要
件
あ

り
）
に
対
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。

対
象
児
童　

多
子
世
帯
で
認
可
外

保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
児
童
。

た
だ
し
、
就
学
前
の
児
童
す
べ
て

が
認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
、
最
年
長
の
児
童
を

除
く
。

助
成
金
額

①
対
象
児
童
の
う
ち
最
年
長
の
児

童

月
額
3
千
円

②
対
象
児
童
の
う
ち
最
年
長
以
降

の
児
童

月
額
5
千
円
。

申
請
方
法　

申
請
方
法
や
対
象
と

な
る
お
子
さ
ん
の
詳
し
い
条
件
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
案
内
書

類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
浦
添
市
育
英
会

奨
学
生
募
集

問
浦
添
市
育
英
会

☎  

内
線
６
０
１
２

受
付
期
間　

４
月
３
日（
金
）
〜
20

日（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

※
５
分
程
度
の
面
談
あ
り
。
電
話

で
日
時
を
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
詳
細　

募
集
要
項
参
照
。

市
役
所
７
階
教
育
総
務
課
窓
口
で

配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

令
和
２
年
度
放
課
後
子
ど
も

教
室
募
集

問
社
会
教
育
推
進
課

☎  

内
線
６
０
６
３

募
集
対
象　

小
・
中
学
校
、
市
内

で
社
会
教
育
活
動
を
行
う
団
体
・

個
人

募
集
教
室
数

25
教
室
程
度

教
室
の
活
動
期
間　

５
月
１
日

（
金
）
～
令
和
3
年
２
月
28
日（
日
）

応
募
期
間　

４
月
６
日（
月
）
～
20

日（
月
）

応
募
方
法　

所
定
の
申
請
書
を
社

会
教
育
推
進
課
へ
提
出
。
申
請
書

は
社
会
教
育
推
進
課
窓
口
で
配
布
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
。

選
考
方
法　

書
類
審
査
後
、
承
認

書
を
交
付
し
ま
す
。

▲令和２年度
浦添市育英会     
奨学生募集

○
Ａ
Ｎ
Ａ
ま
じ
ゅ
ん
ら
ん
ど
浦
添

〈
生
き
い
き
体
操
教
室（
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
）〉

期
間　

週
１
回
の
５
か
月
間

費
用　

１
か
月
８
０
０
円

場
所　

名
嘉
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｈ
Ｓ

Ｒ
ビ
ル

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

問
福
祉
総
務
課

☎  

内
線
３
５
７
１

　

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
第
十

一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
が
令
和

２
年
４
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
市
で
は
前
回
請
求
し
た
人
に

は
、
５
月
中
旬
に
案
内
通
知
の
郵

送
を
行
い
、
受
け
付
け
を
５
月
下

旬
か
ら
順
次
行
う
予
定
で
す
。
請

求
者
に
よ
っ
て
提
出
書
類
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
案
内
通
知
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
対
象
に
な
る
か
不

明
な
人
は
福
祉
総
務
課
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
・
教
育

認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
し

て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の

保
育
施
設
利
用
料
補
助
事
業

問
保
育
課
管
理
係

☎  

内
線
３
６
０
２

　

認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
か
つ

補
助
要
件
を
全
て
満
た
す
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
児
童
の
保
育
料
を

一
部
減
免
し
ま
す
。

※
浦
添
市
認
可
外
保
育
施
設
利
用

料
多
子
軽
減
助
成
事
業
と
の
併
給

は
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  

内
線
３
５
３
１
〜
３
５
３
４

　

５
月
か
ら
介
護
予
防
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
教
室
に
よ
り
、
開
催

日
時
や
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

人
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
、
初
め
て
の
人
を
優
先
。

申
込
方
法　

い
き
い
き
高
齢
支
援

課
へ
電
話
で
仮
予
約
後
、
窓
口
に

て
申
込
書
を
記
入
。

そ
の
他　

各
教
室
定
員
に
達
し
次

第
受
け
付
け
終
了
し
ま
す
。
筋
ト

レ
・
水
中
運
動
教
室
に
つ
い
て
は

教
室
参
加
の
前
に
４
月
21
日（
火
）

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
教
室
の
開
催
期

間
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

〈
生
き
い
き
貯
筋
く
ら
ぶ（
筋
ト

レ
）〉

期
間　

週
２
回
の
２
か
月
間

費
用　

１
か
月
１
６
０
０
円

場
所

○
ワ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ
沖
縄

○
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ム
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

○
カ
ー
ブ
ス
浦
添
宮
城
、
浦
添
バ
ー

ク
レ
ー
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
伊
祖

（
カ
ー
ブ
ス
は
女
性
専
用
）

〈
い
ま
い
ゆ
く
ら
ぶ（
水
中
運
動
）〉

期
間　

週
２
回
の
２
か
月
間

費
用　

１
か
月
１
６
０
０
円

場
所

○
Ｊ
Ｓ
Ｓ
浦
添
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル

取
っ
手
付
ご
み
袋
の
販
売

問
環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
１

　

結
び
や
す
く
運
び
や
す
い「
取
っ

手
付
ご
み
袋
」
の
販
売
を
開
始
し

ま
す
。

種
類
・
サ
イ
ズ　

も
え
る
ご
み
袋
・

中
サ
イ
ズ

料
金

一
袋（
10
枚
入
り
）2
2
0
円

販
売
開
始
日　

７
月
１
日（
水
）

清
明
祭
時
の
墓
地
の
清
掃

問
環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
５

●
お
墓
を
き
ち
ん
と
管
理
し
て

い
ま
す
か

　

墓
地
の
所
有
者
お
よ
び
管
理
者

に
は
墓
地
の
清
掃
、
安
全
管
理
の

徹
底
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

清
明
祭
、
七
夕
な
ど
の
行
事
の
際

に
は
墓
地
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
壁
な
ど
が
倒
壊
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

　

墓
地
を
造
成
す
る
際
に
は
、
市

の
許
可
が
必
要
で
、
手
続
き
の
中

で
看
板
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
無
許
可
で
墓
地
を
造
成

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
墓
地
を
発

見
し
た
場
合
は
、
環
境
保
全
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「浦添市施設型共同墓」の

使用者募集

　納骨室と合葬室を備えた新しい形態の公営墓です。建物自体
が一つの大きなお墓となっており、市が将来にわたって管理し
ていくため「お墓がない」「お墓を継ぐ人がいない」という人で
も安心して利用することができます。

「浦添市施設型共同墓」とは…

56,000 円
80,000 円
160,000 円
98,000 円
138,000 円
265,000 円
30,000 円

１壇に
つき

６年
12年
32年
６年
12年
32年
永年

１体用
納骨壇

2体用
納骨壇

施設型
共同墓

墓園施設 区　分 単　位 使用期間 使用料

合葬室（直葬） 1体につき

納
骨
室

1.納骨室の使用期間が経過した後は、合葬室へ埋蔵します。
2. 納骨室の使用料には、合葬室の使用料も含まれています。

【問い合わせ】
環境保全課（内線 3215）

※環境保全課で募集要項、申込書を配布しています。

①浦添市に住所を有する人（または死亡時に浦添市民であった
者の焼骨を埋蔵する人）
②祭祀を主宰する人
③焼骨を所持している人（生前予約は除く）
◆合葬室および２体用納骨壇（焼骨を1体埋蔵する人に限る）に
ついては、以下の要件を満たせば、生前に申し込みすることも
可能です。
①浦添市に住所を有する人
②自己の使用を目的とすること
③申請時の年齢が65歳以上であること（合葬室）

施設型共同墓 ２体用納骨壇

●納骨室…焼骨を合葬室に共同埋蔵する前に６年間、12年間ま
たは32年間、１体用もしくは２体用の納骨壇に埋蔵する施設で
す。２体用については、焼骨を１体埋蔵することで、将来ご自身
のために確保しておくこともできます。
●合葬室…複数の焼骨を共同で埋蔵する施設です。個人やご夫
婦等で生前に申し込むことも可能です。
●参拝室…納骨や回忌法要時に利用できる施設です。（要予約）
●共同参拝所…香炉や花瓶等を備えた場所で５組が同時に参
拝することができます。

■使用料金

■使用資格

使用料（合葬室分）納付

使用料（2体用納骨壇分）納付

10年

合葬室にて合葬

埋蔵予定

夫の焼骨

夫の焼骨 妻の焼骨

妻
（埋葬予定）

焼骨

生存（10年間）

夫の焼骨を埋蔵

妻（申込者）死亡

妻の焼骨は、夫の焼骨と
同じ納骨壇で24年間埋蔵

骨壷から1体ずつ納骨袋に移しかえ、
夫婦ともに合葬室に合葬します。

妻生存（8年間）

死　亡

許可日

8年

32年

許可日

使用例 生前予約（合葬室）※65歳以上が条件

生前に自己の焼骨の埋蔵を目的として本人が申し込み、許可を受けた日から
10年後にその本人が亡くなった場合

使用例 生前予約（2体用納骨壇）※焼骨を1体埋蔵することが条件

夫婦用として、ご健在である妻が申込者として2体用32年の許可を受け、
夫の焼骨を埋蔵し、許可日から8年後に妻が亡くなった場合。

親族、知人等に
焼骨の納骨を依頼

依頼していた親族、
知人等による納骨

市が永年管理

市が永年管理

▲取っ手付きごみ袋
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編
集
後
記

広
報
の
仕
事
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
と

出
会
い
つ
な
が
り
が
出
来
ま
し
た
。町

に
は
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
て
あ

ふ
れ
る
想
い
を
持
っ
た
人
が
い
る
。次
は
ど
ん

な
人
と
出
会
い
話
が
聞
け
る
の
か
す
ご
く
楽
し

み
で
し
た
。十
人
十
色
な
人
生
。人
は
人
と
の
関

わ
り
合
い
の
中
で
成
長
し
て
い
く
の
だ
と
思

い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
や
関
わ

り
に
感
謝
し
な
が
ら
、私
は
今
月
号
を
最
後
に
、

広
報
担
当
を
卒
業
し
ま
す
。６
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も「
広
報
う
ら
そ

え
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
（
上
江
洲
）

特
集
で
取
り
上
げ
た「
自
治
会
」を
身
近

に
感
じ
て
欲
し
い
！
も
っ
と
簡
単
に

気
軽
な
感
じ
で
伝
え
き
れ
な
い
か
と
編
集
会

議
で
生
ま
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー『
知
っ
て
る

貝
く
ん
』。名
前
が
ダ
ジ
ャ
レ
で
す
が
、キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
設
定
も
一
生
懸
命
考
え
ま
し
た
。

「
か
わ
い
い
な
、わ
か
り
や
す
い
な
。」と
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
！　　
　
　
（
内
間
）

「
未
来
の
浦
添
市
」を
テ
ー
マ
に
小
中
学

生
が
制
作
し
た
ち
ぎ
り
絵
の
ジ
ャ
ン

ボ
壁
画
。色
と
り
ど
り
の
個
性
豊
か
な
ち
ぎ
り

絵
が
と
っ
て
も
素
敵
で
明
る
い
気
持
ち
に
な

れ
ま
し
た
。私
が
小
学
生
の
と
き
に
書
い
た
タ

イ
ル
の
絵
は
今
で
も
小
学
校
に
行
く
と
見
る

こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
の
で
、今
回
の
ジ
ャ
ン

ボ
壁
画
も
制
作
し
た
子
た
ち
が
大
人
に
な
っ

て
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
棚
原
）

卒
業
式
と
か
け
ま
し
て
、自
治
会
と
と
く
。

そ
の
心
は
、ど
ち
ら
も
送
辞（
掃
除
）で

絆
が
深
ま
る
で
し
ょ
う
。い
ろ
い
ろ
な
自
治
会

の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！
地
域
の
環
境

や
文
化
の
違
い
で
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
取
り

組
み
を
し
て
い
て
と
て
も
お
も
し
ろ
い
と
感

じ
ま
し
た
。さ
て
、今
月
で
私
も
広
報
担
当
を

卒
業
し
ま
す
。皆
さ
ま
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
上
原
）

春
が
来
ま
し
た
！
寂
し
い
別
れ
と
新
し

い
出
会
い
の
季
節
で
す
ね
。こ
の
時
期

に
な
る
と
な
ん
だ
か
わ
く
わ
く
と
ド
キ
ド
キ

が
混
ざ
っ
た
感
情
に
な
り
ま
す
。新
生
活
が
始

ま
る
人
も
環
境
が
変
わ
る
人
も
い
ま
す
が
、誰

で
も
最
初
は
初
心
者
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、私
も
新
し
い
挑
戦
や
変
化
に
恐
れ
ず
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。　　
　
　
　
（
比
嘉
）

づ
く
り
こ
い
の
ぼ
り
、こ
い
の
ぼ
り

掲
揚
式
に
参
加
す
る
親
子
を
募
集

し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、（
公
財
）

沖
縄
県
平
和
祈
念
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
16
回
平
和
祈
念
こ
い
の
ぼ

り
ま
つ
り

問
（
公
財
）沖
縄
県
平
和
祈
念
財
団

☎  

（
9
9
7
）2
7
6
５

　

戦
没
者
の
慰
霊
と
平
和
発
信
、

各
都
道
府
県
と
沖
縄
県
の
絆
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、子
ど
も
か

ら
若
い
人
た
ち
の
慰
霊
平
和
へ
の

関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

「
平
和
祈
念
こ
い
の
ぼ
り
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間

5
月
5
日（
火
）・
6
日（
水
）

場
所

沖
縄
県
平
和
祈
念
公
園（
糸

満
市
摩
文
仁
4
4
4
）

そ
の
他　

公
園
内
に
掲
揚
す
る
手

応
募
受
付
期
間

４
月
17
日（
金
）
～
５
月
15
日（
金
）

令
和
元
年
度
受
賞
団
体
報
告
会
・
令

和
２
年
度
応
募
説
明
会

４
月
18
日（
土
）
※
応
募
の
検
討
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査　

６
月

20
日（
土
）

交
付
決
定　

６
月
30
日（
火
）予
定

事
業
期
間　

交
付
決
定
の
日
～
令

和
３
年
２
月
28
日（
日
）予
定

事
業
報
告

令
和
３
年
３
月
末
ま
で

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
該
当
す
る
人

①
現
在
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人

②
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に
お

い
て
、
生
活
保
護
を
停
止
ま
た
は

廃
止
さ
れ
た
人

③
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
人

④
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
程
度
に

困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
人

新
規
申
請　

４
月
８
日（
水
）
～
30

日（
木
）

※
４
月
１
日（
水
）
か
ら
援
助
開
始

追
加
申
請　

５
月
１
日（
金
）
～
12

月
28
日（
月
）

※
申
請
の
翌
月
か
ら
援
助
開
始

そ
の
他

〜
令
和
２
年
度
市
民
の
夢
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
浦
添
市
市
制

施
行
50
周
年
記
念
事
業
第
20

回
浦
添
市
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

助
成
金
交
付
事
業
の
募
集

問
市
民
協
働
・
男
女
共
同
参
画
課

☎  

（
８
７
４
）５
７
１
１

　

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
お
よ
び
良
好
な
都
市
環
境

の
形
成
に
寄
与
す
る
浦
添
市
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
助
成
金
交
付
事
業

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

助
成
金
の
交
付
決
定
の
日
か
ら
令

和
３
年
２
月
28
日
ま
で
に
完
了
さ

れ
る
事
業
で
、事
業
活
動
地
域
は
浦

添
市
内
と
し
ま
す
。

助
成
金
の
応
募
対
象
コ
ー
ス（
予
定
）

①
50
万
円
コ
ー
ス
②
20
万
円
コ
ー

ス
③
10
万
円
コ
ー
ス

令
和
２
年
度
浦
添
市
青
少
年

健
全
育
成
市
民
会
議
第
33
回

定
期
総
会
の
ご
案
内

問
こ
ど
も
青
少
年
課

☎  

内
線
６
６
１
４
、６
６
１
５

浦
添
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民

会
議
は
、
広
く
市
民
の
総
意
を
結

集
し
、
本
市
の
青
少
年
健
全
育
成

施
策
と
呼
応
し
て
、
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
市
民

会
議
の
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

４
月
30
日（
木
）
午
後
６
時

か
ら（
受
け
付
け
は
午
後
５
時
30
分

か
ら
）

場
所　

浦
添
市
立
中
央
公
民
館
３

階
ホ
ー
ル

　

総
会
当
日
、
令
和
２
年
度
会
費

納
入
を
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人

１
口
千
円

団
体

１
口
５
千
円

令
和
２
年
度
就
学
援
助
の
申
請

問
学
校
教
育
課

☎  

内
線
６
５
１
３

　

子
ど
も
が
安
心
し
て
義
務
教
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
・
公
立

の
小
中
学
校
へ
通
う
児
童
生
徒
の

保
護
者
を
対
象
に
「
就
学
援
助
事

業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は

学
校
を
通
し
て
お
知
ら
せ
お
よ
び

申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
る
と
、学
用
品
費
・
給

食
費
・
修
学
旅
行
費
・
医
療
費
な
ど

の
一
部
が
援
助
さ
れ
ま
す
。（
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
医
療

費
と
修
学
旅
行
費
の
み
）

対
象　

次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か

行政改革推進室（内線☎2412）

市役所の一部組織が変わります。
４月１日から
変更理由 旧 新

都市建設部
新クリーンセンター建設課

市民部
新クリーンセンター建設室

教育部 社会教育推進課

4月1日から上下水道部がスタート！

上下水道部水道部

都市建設部

問い
合わせ

〒901-2608 浦添市安波茶１-１-3
水道料金、下水道使用料に関すること…☎（877）8476・8460
給水・排水設備に関すること…………☎（877）8462
その他お問い合わせ……………………☎（877）4869

　水道部と都市建設部下水道課の組織を統合し、「上下水道部」となります。また、組
織統合に合わせて、水道事業と同じく下水道事業にも地方公営企業法を適用します。

新体制の下、市民サービスの向上、経営の効率化、組織の合理化を推進して参ります。

主な業務課  名

水道総務課

営 業 課

工 務 課

部の統括、予算・決算、情報公
開等に関すること。

使用の開始・中止受付、水道料金・
下水道使用料に関すること。

水道・下水道の工事及び施設の
維持管理、給水・排水設備工
事に関すること。

水道総務課

営 業 課

工 務 課

水道総務課

営 業 課

配 水 課

下 水 道 課

課の新設

課の廃止

室の解散

－

－
－

－

指導部 学校総務課

※係名および業務などの詳細については、市ホームページをご覧ください。

ひとり親家庭等の生活の安定と自立の促進、
児童の福祉増進を図ることを目的とする制度
です。（公的年金等が低額の場合、併給できる
ことがあります。）
※18歳に達する日以降の最初の3月31日までの児童が
対象です。（一定程度の障がいがある場合は20歳未満）

次の❶～❻のいずれかに該当する児童を監護する
母、監護しかつ生計を同じくしている父または当該
父母以外の人で児童を養育する人が対象です。

児童扶養手当・特別児童扶養手当の
制度と手当額の改定

児童扶養手当とは

❶ 父母が婚姻を解消した児童
❷ 父または母が死亡した児童
❸ 父または母が一定程度の障がいにある児童
❹ 父または母の生死が明らかでない児童
❺ 父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童
❻ その他（父または母が１年以上遺棄している児童、母が
　 婚姻によらないで懐胎した児童など）

支給
対象

身体や精神に一定程度の障がいがある20歳
未満の児童について、児童の福祉増進を図る
ことを目的とする制度です。

身体や精神に障がいを有する
20歳未満の児童を監護する父
または母、もしくは父母に代わる養育者。

特別児童扶養手当とは

支給
対象

※これらの手当を受給するためには窓口
で申請が必要です。所得制限、その他要
件があります。支給要件に該当するか申
請相談時に確認しますので、該当しない
場合もあります。詳しくは、こども家庭課
まで問い合わせください。

児童扶養
手当

支給区分
全部支給 43,160円

52,500円
34,970円

本体額 第2子加算額 第3子以降加算額

特別児童
扶養手当

43,150円～
10,180円

10,190円

10,180円～
5,100円

6,110円

6,100円～
3,060円

一部支給

1級

2級

手当額の改定

【問い合わせ】
こども家庭課（内線3613）

※令和２年4月分から下記の金額となります。

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
、
そ

の
時
々
の
判
断
に
よ
り
延
期
ま

た
は
中
止
と
な
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。



見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
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生

堂
こ

の
印

刷
物

は
地

球
環

境
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優
し

い
植

物
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イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
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